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事業内容

１．安全管理者に対する危険排除のノウハウ等の伝承
（１）開催期間：2011年4月5日～2012年2月28日
（ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ相談会１３回うち徒弟制度対象相談会６回／徒弟制度対象アドバイザー補助研修1回／ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ３回／徒弟制度受座学研修プログラム２回）
（２）内容：重大災害の発生や安全成績に改善が見られない会員を中心として直接現地に安全衛生アドバイザーを派遣し、現場の作業環境や状況などを詳しく調査したうえで現場安全管理者に対して安全な職場環境を実現するためのアドバイスを行った。又、各アドバイザーはそれぞれの経験を生かした職場の危険を排除するためのノウハウを実施事業所の安全担当者に伝承した。なお、３年目となった次世代の安全のプロを養成するための徒弟制度は受講生が１１名となり、アドバイザー補助研修も実施されるなど本格的な人材育成制度のプログラムは完成されつつある。　　　　
（3） 安全衛生アドバイザー相談会（１３ヶ所実施　★印は徒弟制度対象相談会）

①旭洋造船(株)協力会  山口県下関市長府港町８－７
4月5日(火)　　担当アドバイザー　岩崎喜久男氏
②南日本造船協力事業協同組合  大分県臼杵市大字下ノ江１１７９－３
6月1日(水)　　担当アドバイザー　鈴木滿氏

★③エム・イー・エス由良協力会  和歌山県日高郡由良町網代１９３－４
6月10日(金)　　　担当アドバイザー　齋藤龍彦氏
④大西造船関連工業協同組合　愛媛県今治市大西町大井浜１５２－４
7月8日(金)　　担当アドバイザー　林田一英氏

　★⑤株式会社 山陽鉄工  広島県呉市阿賀南２－９－５
8月3日(水) 　　担当アドバイザー　岩崎喜久男氏

★⑥イワキテック株式会社  愛媛県越智郡上島町岩城６０１７
9月1日(木)　 　担当アドバイザー　鈴木滿氏
⑦サノヤス水島事業協同組合  岡山県倉敷市児島塩生２７６７－２１
9月6日(火) 　　担当アドバイザー　鈴木滿氏
⑧長崎県金属工業協同組合  長崎県諫早市貝津町２１４８－２
9月13日(火)　　　担当アドバイザー　林田一英氏

★⑨株式会社吉本ハイテック  長崎県長崎市神ノ島町１－３６１−１
11月9日(水)　　　担当アドバイザー　岩崎喜久男氏
⑩協同組合 寿協力会  鹿児島県いちき串木野市新生町１８０
12月13日(火)　　　担当アドバイザー　林田一英氏
★⑪三井造船玉野協力会  岡山県玉野市玉３－１－９
2月8日(水)　　　担当アドバイザー　齋藤龍彦氏
★⑫SSK協力事業協同組合  長崎県佐世保市立神町２２
2月20日(月)　　　担当アドバイザー　鈴木滿氏
⑬平賀金属工業株式会社  広島県安芸高田市吉田町吉田字大浜１４８９－２９
2月28日(火)　　　担当アドバイザー　林田一英氏
（４）アドバイザーミーティング（３回実施／内１回徒弟制度受講者ミーティング含）

①ホテルセントラーザ博多　福岡県福岡市博多区博多駅中央街４－２３　　4月25日(月)　
出席アドバイザー　岩崎喜久男氏、鈴木滿氏、花園春雄氏、林田一英氏、斉藤龍彦氏

②ホテルセントラーザ博多　福岡県福岡市博多区博多駅中央街４－２３　　12月6日(火)　

出席アドバイザー　岩崎喜久男氏、鈴木滿氏、花園春雄氏、林田一英氏、斉藤龍彦氏
徒弟制度受講者　小塚智氏、成松勇人氏、阿部寛彰氏、川本泰了氏、村上和幸氏、橋本顕氏、

伊藤和幸氏、諸麦和清氏、俵良雄氏、次元剛氏

③ホテルセントラーザ博多　福岡県福岡市博多区博多駅中央街４－２３　　3月12日(月)　

出席アドバイザー　岩崎喜久男氏、鈴木滿氏、花園春雄氏、林田一英氏、斉藤龍彦氏

（５）徒弟制度座学研修プログラム（２回実施）　　　

①安全衛生研修各論３　6月27日(月) 　担当アドバイザー　岩崎喜久男氏

　安全衛生研修各論２　6月28日(火) 　担当アドバイザー　林田一英氏

実施場所：ホテルセントラーザ博多　福岡県福岡市博多区博多駅中央街４－２３
　

②安全衛生研修概論１　8月16日(火) 　担当アドバイザー　鈴木滿氏
　安全衛生研修概論２　8月17日(水) 　担当アドバイザー　鈴木滿氏
安全衛生研修各論１　8月18日(木) 　担当アドバイザー　鈴木滿氏
実施場所：ナビオス横浜　横浜市中区新港２－１－１

（６）アドバイザー補助研修（１回実施）

　SSK協力事業協同組合  長崎県佐世保市立神町２２　2月20日(月)

	　


事業目標の達成状況

1 本事業の信頼性の評価

　当事業は助成事業として６年目となるが、実績と内容が評価されて災害発生後に外部安全教育機関として実施申込をする事業所が増えてきている。これは本来の事業コンセプトに近いリクエストであり、アドバイザーの信頼性が認知されたものと考える。
実施した事業所からは「来期も是非来ていただきたい」との再受講を要請されるケースが７割以上あり、当事業の実施をした場合の事業所での有効性を証明するものである。
2 有料教育分野への参入

　当事業のプログラムは回数を重ねるごとに実施項目のリニューアルと追加を繰り返し、年々完成度は増している。本年まで会員以外からのオーダーはないが、現状でも他業種の製造業現場で十分にサービスを提供できるレベルに達している。
3 安全に関するネットワークの構築

　安全衛生アドバイザーミーティングによりアドバイザー間の連絡体制、情報共有等の連携が構築されてきており、広範な相談に対してもアドバイザーを選択しての回答が可能な状況が整いつつある。　

4 「安全のプロ」による安全ノウハウの伝承

最近の現場における切実な問題である団塊の世代の大量退職による安全ノウハウが途絶えに関して各アドバイザーは自分自身のリアルな経験をもとにマニュアル化できない事項を含めて親身になって出席した安全担当者にその対処法を伝承した。

⑤　徒弟制度による次世代の安全のプロの養成
　徒弟制度のメンバーは会員所属企業及び元請安全担当者の１１名により構成され、年間を通じて６回の相談会へ同行しアドバイザーの災害防止の視点を体感、徒弟制度レポートによるアドバイザーとのやりとりの中で安全衛生法とアドバイスのポイントを習得した。また、本年度の後半にアドバイザー補助員となった受講生が解説の補助実習を開始して、安全のプロ養成プログラムは新たな段階に入った。
⑥オリジナリティのあるプログラムによる認知度の向上

　現在、アドバイスという切り口で造船現場のリサーチからディスカッションを含めたメニューを実施する教育団体及び民間企業は皆無である。当会は当事業を通じて造船業に対する安全教育を多いにアピールしているが年々、「アドバイザー相談会」の業界における認知度は確実に増している。
	事業成果物




アドバイザーレポート（モノクロ版・見本として）
安全衛生アドバイザー相談会募集要領・申込書
安全衛生アドバイザー相談会レギュラープログラム

実施認定証デザイン
アドバイザーミーティング実施写真

徒弟制度座学研修プログラム実施写真

※各回の内容は写真付きでＣＡＮＰＡＮブログ「安全ひろば」で公開済み
